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北海道内 交通死減少傾向から 反転、増加へ

既に、昨年一年間と同数に

キーワード 「国道」 「交差点」 「日中」

きょう道内大雨の恐れ 河川増水や雪崩に注意

◆午後から、寒気入る ⇨ 路面凍結 注意 ◆

２０１５／１２／０３ ００：１２

低気圧から伸びる前線が北海道を通過し、南から湿った空気が入り込む影響で、道内は３日朝から太平洋

側を中心に大雨となる見通しだ。各地の最高気温は１１月上旬～中旬並みの１０度前後まで上がるため、札

幌管区気象台は雪解けによる河川の増水や雪崩などに注意を呼び掛けている。

会社の敷地内 ダンプの荷台に頭をはさまれ心肺停止

［ ２０１５／１２／２ １３：３５ ］

岩見沢市で、男性がダンプの荷台に頭を挟まれる事故がありました。男性は、心肺停止状態だということ

です。事故があったのは、会社の敷地内です。午前９時半すぎ、ダンプの荷台の修理をしていた４０代の男

性が、あおり部分に頭を挟まれました。男性は駆けつけた消防によって救助され、ドクターヘリで病院に搬

送されましたが、頭を強くうっていて心肺停止状態だということです。

２時間ごとに、１５分休憩

スピード落として、しっかり安全確認

◆スリップ事故 注意 ◆

峠・橋の上・日陰・トンネルの出入り口

交差点手前、滑って交差点内で衝突！注意

車間距離を十分に 滑って、追突を未然に防止

労災事故 ⇨ ”墜落・転落”が３０％ ”４０歳～５０歳台”の”ベテラン”が多い

”1人で作業” 荷台からの”転落”、”はさまれ”注意

バック時は 降りて確認 乗っても確認

交差点 「右左確認／よ～し 」

「１００日間 冬期交通事故ゼロ運動」

平成２７年１１月２０日（金）～平成２８年２月２８日（日）

ダンプ運転手は、「前に車 、よけようとしてハンドルを切りすぎた」

分離帯に衝突、積んでいた土砂が反対車線に流出、トラックなど炎上

２０１５年１２月２日（水）１７時５分

２日午前３時すぎ、横浜市で土砂を積んでいた大型ダンプが中央分離帯に衝突した。衝突した勢いで土砂

が反対車線に流出。走ってきたバイクが土砂に乗り上げて転倒し、後ろからきたトラックがバイクに衝突し

たという。さらにトラックがバイクを引きずり２台は全焼したという。この事故で、バイクの運転手の男性

ら２人がケガをした。最初に衝突事故を起こした大型ダンプの運転手は、「前に車が見えたため、よけよう

としてハンドルを切りすぎた」と話しているという。警察は事故の状況を詳しく調べている。

バックの車にはねられ女性重体 運転の男逮捕

２０１５年１２月２日 １６：３２

２日午後２時半ごろ、栃木県の国道交差点で、バックしてきた乗用車が、徒歩で通行中だった、女性（７４）

と衝突した。女性は頭を打つなどし重体。警察は同日、自動車運転処罰法違反（過失傷害）の疑いで、車を運

転していた、農業の男性（６１）を現行犯逮捕した。車はいったん駐車後バックし、道路上にたたずんでいた女

性とぶつかったという。

「一時停止の標識」 信号交差点 出合い頭に衝突 男性重体

２０１５年１２月２日 １３：２０

２日午前１０時２７分ごろ、栃木県の信号交差点で、会社役員男性（６６）の軽乗用車が、会社役員男性（３１）

の乗用車と出合い頭に衝突した。軽乗用車の男性は意識不明の重体。乗用車の男性も軽いけがをした。

右折時、歩行者注意 交差点の横断歩道死亡事故6割

２０１５年１１月２７日（金）１１時３０分

２０１０～１４年の５年間に静岡県内で発生した交差点内の横断歩道上の歩行者死亡事故で、右折車との事故が

全体の約６割を占めていたことが２６日までの県警の分析で明らかになった。右折車と横断歩道横断中の歩行

者との事故件数は、日没が早くなる秋から冬にかけて増える傾向にあり、県警は安全確認の徹底を呼び掛け

ている。


